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海事局総務課 
独立行政法人海上技術安全研究所 

「海の１０モードプロジェクト」実船計測の実施について 

□ 独立行政法人海上技術安全研究所は、現在海事局が取り組んでいる「海の１０モードプ

ロジェクト」の一環として、１０月２日より、環境省と協力して一般商船を用いた実船

計測を開始します。 

□ 「海の１０モードプロジェクト」は、船舶の実海域での燃費性能を設計段階で評価でき

る指標を開発するプロジェクトです。この度、その指標の有効性・信頼性を検証するた

め、実際に運航する船舶に各種計器を取り付け、波浪の状態や速力などを計測します。 

□ 最初の供試船は、川崎汽船株式会社の自動車運搬船（今治造船（株）建造）で、今年度

はこの他、株式会社商船三井の自動車運搬船及び日本郵船株式会社の大型石油タンカー

（（株）ｱｲ･ｴｲﾁ･ｱｲ ﾏﾘﾝﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ建造）についても実船計測を行う計画です。 

 

原油価格の高騰が続く中、燃料消費量の削減は海

運会社にとって経営上焦眉の課題となっている。し

かしながら、これまで船舶は波や風のある海域を運

航する際の燃費性能を設計段階で簡単に評価できる

手法がなく、実際に就航するまで運航中の燃費性能

は分からなかった。 

このため、海上技術安全研究所では、海事局が取

り組んでいる「海の１０モードプロジェクト」とし

て、模型を用いた簡単な水槽試験とシミュレーショ

ンにより船の燃費を設計段階で評価できる“実燃費

指標”の開発に取り組んでいる。 

今回の実船計測は、我が国海運・造船業界の協力

を得て、就航船に各種計測機器を取り付け、載荷状

態での速力や燃料消費量、風・波による馬力増加量

の計測を実施し、実燃費指標の信頼性を検証するも

のである。 

最初の実船計測対象船は、川崎汽船の自動車運搬

船（今治造船建造）。同船は９月３０日に引き渡さ

れた後、１０月２日より、およそ１年間にわたって

就航中の各種データを計測する。本年度は、この他

商船三井の自動車運搬船、日本郵船の大型石油タン

カー（ｱｲ･ｴｲﾁ･ｱｲ ﾏﾘﾝﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ建造）についても実船

計測を行う予定。こうして計測された実船データを

基に、海上技術安全研究所では実燃費指標算定プロ

グラムの検証等を行う。 

また、外航海運からの温室効果ガス対策の検討は

国際海事機関（ＩＭＯ）に付託されており、貿易量

のほとんどを海運に頼る我が国は、個々の船舶の燃

費を改善し、海上輸送のエネルギー効率を向上させ

ることで排出抑制・削減を行おうという案を提案し

ている。実燃費指標は、個々の船舶の燃費を比較す

るための共通の物差しとなるもの。今回の実船計測

で収集されたデータは、ＩＭＯへの日本提案を各国

に納得させる上で、非常に効果的な根拠となるもの

である。 

※「海の１０モードプロジェクト」及び実船計測の詳細

については海上技術安全研究所ＨＰをご覧ください。 

(http://www.nmri.go.jp/umi-10/index_j.html) 
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